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　　The　First　Japanese　HLA　workshQp　will　be　held　in　Chiba　city　in　April　1976，　in　order　to　standardize
the　HLA　typing　sera　and　HLA　typing　techniques．　About　18010cal　HLA　typing　sera　were　exchanged
among　101aboratories　from　Japan　and　Dr．　Terasakigs　laboratory　from　Los　Angeles，　US．A．　prior　to　the
workshOP．
　　Each　workshop　s．era　were　tested　against　local　pannels　consisting　of　about　50　donor　lymphocytes　using
the　standard　microlymphocyte　cytotoxicity　test　in　each　laboratory．　All　data　from　w．Qrkshop　sera　were
sent　to　Dr．　Terasaki’s　laboratory　and　analyzed　by　a　computor　at　University　of　Califomia，　Los　Angeles．
　　These　data　will　be　discussed　at　the　workshop　and　published　as　a　Joint　Report　of　the　First　Japanese
HLA　workshop　in　the　near　future．
　　工nthis　communication，　the　reactions　of　each　workshop　sera　against　our　local　lymphocyte　pannels
were　presented　in　detaiL　The　associa．tions　between　the　workshop　sera　and　our　standard　HLA　typing
sera　consisted　of　12　HLA　speci丘cities　in　A　locus　and　15　HLA　specificities　in　B　locus　calculated　by　Fisher
2．×2table　method　were　also　presented．
　　In　our　local　Iymphocyte　pannels，　HLA－A　1，　A　8，　AW　29　and　AW　32　antigens　in　A　locus　and　HLA－
B8，　BW　14，　BW　16，　BW　17，　BW　18　and　BW　27　antigens　in　B　locus　di．d　not　exist．　A　variety　of　reaction
patterns　were　observed　even　among　the　workshop　sera　which　were　assumed　tQ　belQng　to　the　same　HLA
specificities．　However，　a　small　number　of　workshop　sera　sh．owed　good　correlations　with　some　standard
HLA　typing　sera，　for　example，　HLA－A　2，　A　9，　A　10　in　A　locus　and　HLA－B　5十BW　35，　BW　15，　BW　22．　and
BW　40．
1．緒 言
　最：近，末期的腎不全患者の数が人工透析の普及に伴って
急激に増加してきており，これらの患者に対する根本的な
治療法として腎移植術の必要性が日本においても次第に高
まってきている．移植後の拒否反応を最少限度におさえる
ためには，．免疫抑制剤の使．用と共により適合したドーナー
を選択することが不可欠な条件であり，この意味からHLA
typingの重要性が更に増してきている現状にある．　この
ような社会的要求を背景に，今回，日本における最初の本
格的なHLA　typing　s．eraに関するワークショップが本年
4月24日千葉市において開催される運びとなった．
　今回のワークショップに際しては日本全国から10施設
が選ばれ，これにカリフォルニア大学ロスアンジェルスの
Paul　I．　Terasaki教授が加わり，各々の施設から約10種
類の．いわゆるHLA　typing　seraが提出され，これらの抗
血清について，各施設で独自にテストを行い，再度，HLA
特異性の検討を行った．
　著者らは，このワークショップに参加したグループの一
つとしてこれらのHLA　ty．ping　seraを検討する機会を得
たので，これらの結果について報告する．
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を弱陽性，それ以下のものを陰性とした．
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①パネルに用いた日本人におけるHLA抗原の出現頻度
　今回，著者らが用いたりンパ球パネルのphenotype
frequencyは，　Table　1に示すごとくでありAlocus抗
原では，HLA－A　9およびその亜型であるAW　24がそれ
ぞれ52．2％，46．4％と最も高頻度にみられ，次いでHLA－A
2の34．8％，HLA－A　10の31．9％，およびHLA－A　11の
24．6％の順になっている．又，Blocusの抗原ではHLA－
B5およびBW　40の29％が最も高い頻度でみられ，次い
でBW　22の24．6％，　BW　15の21．7％，　BW　35の17．4％
の順になっている．
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AIocus
　上記各施設より約10種類のHLA　typing　seraが提出
され，これらは一度ロスアンジェルスのPaul　I．　Terasaki
の研究所に送られ，各抗血清は3コの異ったTrayに分配
され，再び日本の10ヵ所の施設に，各々Tray　40～60枚
が再分配された．
③リンパ球パネルの作製
　リンパ球パネルは各施設によって異なるものが用いら
れ，あらかじめHLA　typingによって型分類がなされた
ものが用いられた，リンパ球の分離精製はFicoll－Hypaque
法1）によって．行った．
④HLA　typing用抗血清
　我々のリンパ球型分類に用いたHLA抗血清は，　Paul　l．
Terasakiの好意により頂いた以下の特異性を有する抗血
清を用いた．すなわち，HLA－A　locusのものはA1，　A　2，
A3，　A　9，　AW　23，　AW　24，　A　10，　A　11，　A　28，　A　29，　AW
30，AW　32であり，BlocusのものとしてB5，　B　7，　B　8，
B12，　B　13，　B　14，　B　18，　B　27，　BW　15，　BW　16，　BW　17，
BW　21，　BW　22，　BW　35およびBW　40で，各特異性にっ
き2種類の異った抗血清を用いて型分類を行った。
⑤テスト方法
　HLA型分類ならびにワークショップ抗血清の型分類に
際しては，いわゆるTerasakiらが開発したStandard
micro　lymphocyte　cytotoxicityテスト2）を用いた．す
なわち各ワークショップ抗血清は46人の異った人から採
取したリンパ球パネルに反応させ，80－100％リンパ球が死
んだ反応を強陽性，60－80％のものを陽性，40－60％のもの
HLA－A　1
P．F．（％）
N；69 BI・・usIpｷ号）
A2
A3AgiAW231
AW241　　　1A10
All
AW28
AW　29
AW30
AW32
0
34．8
2．9
52．2
2，9
46．4
31．9
24．6
4．3
0
11．6
0
HLA－B　5
　　　B7
　　　B8
　　　B12
　　　B13
　　　BW14
　　　BWI5
　　　BW16
　　　BW17
　　　BW18
　　　BW　21
　　　BW22
　　　BW27
　　　BW35
　　　BW40
29．0
8．7
0
13．0
4．3
0
21．7
0
0
0
1，4
246
0
17．4
29．0
②パネルに用いた日本人におけるhaplotypeの出現頻度
　Haplotype　frequencyについてみると，　Table　2に示
すごとくHLA－A　9－BW　40が最も高い頻度でみられ，
次いでHLA－A　11－BW　22，　HLA－A　9－B　5，　HLA－A　2－
B5およびHLA－A　9－BW　22が我々のパネルにおける
主なhaplotypeであった．
③ワークショップ抗血清のHレA特異性の判定基準
　良いtyping用抗血清の選択にあたっては全体の陽性反
応のうち，強陽性すなわち80－100％のリンパ球が殺される
反応の割合すなわち強陽性率が70％以上占めるものが理
想的なtyping用抗血清の指標であり，また各ワークショ
ップ抗血清の特異性の決定にあたっては，これらの各血清
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Blank
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Al　A2　A3　Ag　AW23　AW24　A10　All　AW28　AW29　AW30　AW32　Blank
0　　10　　0
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JA－5
JA－6
JB－1
JGl
JD－2
JD－3
JF－1
JF－2
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JH－1
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　＃26
　＃40
KY－2060
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Te・AW　28（T　1・8C）1
45
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37
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42
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％pos． ％strong十／十　十／一　一ノ十　一／一
17．8
8．7
4．4
8．7
7．4
1．6
2．2
0
4．4
18．2
19．1
26．1
0
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0
50．0
0
50．0
62．5
0
0
0
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37．5
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0
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4
2
4
1
3
1
0
1
8
8
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0
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10
6
5
13
14
13
4
3
3
3
3
0
0
0
1
5
0
0
1
0
0
1
0
28
32
32
32
19
24
32
28
31
32
31
31
43
劣2
4．4
10．0
4．8
10．0
0．7
1．5
23
0．4
26．1
27．9
28，8
十／一indicates　reactions　with　HLA　typing　sera／workshop　sera
とHLA　typing用抗血清を同一1Jンパ球パネルに反応さ
せた結果，その相関が高いもの程，既知の特異性に近似し
たものと言える．統計学的1こは∬2値が3．8以上を示すも
のが理想的なHLA抗血清の選択基準となる．更にfalse
positiveあるいはfalse　negative　reactionすなわち各
表中に示した＋／一あるいは一／＋の反応の少ないものが
良い血清の指標となり，false　positiveの反応が非常に多
いものは，他のHL－A特異性を含むことを示唆する．
238 長谷川・他一HLAワークショップseraの検討 札幌医誌1976
④各ワークショップ抗血清における特異性の検討
A）HrA－A　2十AW　28
　HLA－A　2抗原は日本入にも広く分布しており，今回の
ワークショップにはTable　3に示すごとく各施設より13
種類の抗血清が提出され，κ2値が10．8以上を示すものが3
種類あった．JL1はエ2値が27．9と非常に高いにもかかわ
らず，強陽性率は37．5％と低いため良い抗HLA－A　2血
清とは言いがたい．JH－1およびH－2はHLA－A　2抗血
清として満足すべきものといえる．これらの13種類の血
清の46リンパ球パネルに対する全体の反応パターンは
Fig．1に示すごとくであり，　C　2734．B　1，　C　6178．B　1およ
びC2119．C　1は著者らが用いているHLA－A　2　typing
seraであり，H－2およびJH－1血清がこれらのtyping用
抗血清とよく相関していることがわかる．
B）HLA－A　9十AW　23
　HLA－A　9は，いわゆる蒙古系民族に高頻度にみられる
抗原であり，最近HLA－A　9はAW　23およびAW　24
の2つのsubunitに分かれ，日本人が有するHLA－A　9
抗原の90％以上はAW　24である3）．従ってHLA－A　9
およびAW　24に対する抗血清を得ることも比較的容易で
ある．今回のワークショップにはTable　4に示すごとく
各施設より14種類の血清が提出され，そのうちが値が
10・8以上を示すものが4種類あった．しかしながら，H－4
を除いてはfalse　negative　reactionが多く，typing用抗
血清としては適さない．Fig．2はこれらの各抗血清の反
応パターンを示したものである．血清ナンバー30884．B1
およびC6060．04は著者らが用いている抗HLA－A　9血
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Fig・1Reaction　pattern　of　HLA－A　2十AW　28
workshop　sera　and　typing　sera．
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JI－1
Te
H－1
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4
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24
23
23
24
20
42
22
20
エ2
14．4
3，4
13．3
5．1
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十／一indicates　reaction　with　HL－A　typing　sera／workshop　sera．
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清でありC7148．　B　Oは抗AW　24，49101．　B　1は抗AW
23血清である．前述のごとくH－4およびH－1が比較的
抗HLA－A　9および抗AW　24血清の反応パターンに近似
していた．
　C）HLA－A　10
　Table　5に示すごとく，10種類の血清がHLA－A　10抗
血清として提出されJF－5およびJF－4は¢2値がそれぞ
34．0，26．7れと高い値を示すと同時にfalse　reactionの数
も比較的少なく，typing用抗血清として良好なものであっ
た．これらの各血清の反応パターンはFig．3に示すごと
くであり，JF－5およびJF－4は，著者らの抗HLA－A　10
血清であるB3567．B1および4319，A7とほぼ同様の反
応パターンを示した．
　D＞H工A－A1，　A3およびAll
　HLA－A　1は日本人には欠如している抗原であり，われ
われのパネル中にもHLA－A　1を有しているリンパ球は
なかった．従って日本人由来のリンパ球をパネルとして使
用する限り抗HLA－A　1血清を見い出すことは不可能で
あり，又，HLA－A　3もまた約3％の低い出現頻度である
ため，日本人由来の血清中にこれらの特異性を見い出すこ
とは非常に困難なことである．HLA－A　1およびHLA－
A3に関するワークショップ．血清はTepasaki　Laborato－
ryより提出されたTe－A　1（HLA－A　1），　Te－A　3（HLA－
A31，およびわれわれのH－3（HLA－A　3）のみであった．
Te－A　1およびTe－A　3に対しては著者らが用いたりンパ
球パネルに全く反応しなかった．又，H－3はが値119を
示しているが，false　positive　reactionが7コとやや多
く，また強陽性率も44．4％と低いため抗HLA－A　3血清
としてtypingに用い難いと考える．
　5種類の抗HLA－A　11血清が各施設より提出された．
JC－3はが値35．8を示し，また強陽性率も90。9％と非常
に高く，良いtyping　seraである．又，　JC－15およびJH－5
Table　5R8αo∫∫oπμ＃8rη｛ゾHLA一且エ0τσα一んぬψ58プααπ4ωrr8♂α彦fo2z
う陸墨88πτσ0ア’ん∫乃0ρ587”ααπ4α4プHL－A砂μπ9587一仏
serum
JA－7
JB－3
JG2
JE－4
JF－4
JF－5
JH－4
J工一5
∬一6
Te，
　246
　693
5519．0
5－449
KY　1006
KIY　1403
YK　2G37
AW　25
＃of　reac．
45
45
44
44
45
46
44
44
4G
44
％pos．
11．1
20．0
15．9
15．9
40．0
37．0
6．8
9．0
17．5
2．2
％strong
40．0
44．4
57，1
42．9
50．0
88．2
33．3
0
42．9
0
十／十　十／一　一／十　一ノー
3
8
7
6
14
15
3
4
7
／
13
8
8
10
1
1
12
11
9
／
2
1
0
1
4
2
0
0
0
／
27
28
29
27
26
28
29
29
24
／
」じ2
1．5
140
16．1
8．8
26．7
34．0
6．2
8．5
12，7
十／－indicates　reaction　with　HLA　typing　sera／workshop　sera．
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Table　6Rθα‘孟’・’ψα’86η‘（～1HLA－A　1，　A　3α’Z4　A　11・・，・’ん・1・・ρ・8rαα〃4
‘or’一8Zα‘zoπわατ巳・88’zτuoノー々～1zoρ～6’uαノz♂oz〃噂Hム4’ゆηzg、814
serum
JB－4
JC－3
JC－15
JE－6
JH－5
Te，　Al
Te，　A　3
H－7
H－3
　　633
253111
　72071
　　5369
YK　1642
＃of　reac％pos
46
45
46
45
46
46
46
44
45
43
244
152
200
196
22
0
568
200
％strong十／十　十／一　一／十　一／一
500
909
857
333
889
1000
　0
680
444
2
1！
7
9
9
0
0
11
7
12
2
7
5
5
0
0
1
7
0
0
0
0
0
1
0
14
2
十／一lndlcates　reactlon　wlth　HLA　typlng　sera／workshop　sera
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Fig。3　Reactlon　patterll　of　HLA－A　10　and　HLA－A　1，　A　3　and　All　workshop
　　　　sera　and　typlng　sera
もまたfalse　negatlve反応か比較的多いか良い抗HLA－
A11血盾といえる．これらの各血清の反応パターンは
F193に示すごとくてあり，各抗HLA－A　11ワークショ
ノブ血清は，われわれのHLA－A　ll　typlng血清2605503
およひC5541　B　Oと比較的近似したclusterを形成して
いることかわかる
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Table　7R戯‘〃。πρα琵8㍑げH五∠4－B5十BW35ヱしw’々5乃｛ψ∫8解αノ～4‘oη一8♂α彦ピ。π
わεれuεεπtσ03『々51z（ゆ∫ε7噂ααπ4αω一HLA≠塑f7195εrα
serum
JA－8
JA－9
JB－6
JB－7
JB－8
JB－9
JB－17
JB－18
JB－19
JB－25
JB－26
JC－4
JC－16
JF－7
JF－6
JF－7
JH－6
JH－7
JI－7JL8
TF－9
Te，
H333S298
　762
　497　671
　768
Mu　18
Mu　33
Mu　34
Mu　22
Mu　2418060
7Q771
5－366
KY　181
KY　1478
K：Y1397
KY　1206
　5－267
　BW　35
＃of　reac．
46
46
45
44
45
43
30
．45
46
46
40
43
46
46
45
46
46
46
46
46
46
46
％pos．
28．3
4．3
21ユ
4，5
0
0
3．3
0
4．．3
23．9
7．5
93
13．．Q
109
20．0
37．0
26．1
33．3
26．1
28．3
32．6
239
％strong
53．8
100．0
20。0
50．0
　0
　0
　0
　0
　0
54．5
　0
　0
50．0
40．0
44．4
58，8
33．3
73．3
66，7
46．2
46．7
54．5
十／十　十／一　一／十　一／一
9
2
4
2
0
0
1
0
1
4
2
4
4
3
5
11
8
10
8
8．
7
7
5
12
10
12
14
13
10
14
13
！0
12
10
1Q
11
9
3
6
4
6
6
1
1
4
0
1
0
0
0
0
0
1
7
1
0
2
2
4
6
4
5
4
5
8
4
28
32
30
30
31
30
19
31
31
25
25
29
30
30
27
26
28
26
28
27
30
34
5じ2
12．8
4．8
6．3
4．5
1．8
0．4
0．2
1．1
9．4
4．3
2．3
3．1
15．0
10，1
13．3
10．1
83
13．3
21．5
十／－indicates　reaction　with　HLA　typing　s．era／workshop　se．ra．
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Table　8R8α‘彦foπρα拡8ηz（ゾE乙A－B　7，　Bエ2απ4」BWエ5τσorん5ん01》58’エzα’z4
60フγ8Zα君∫0ηろθ勘θ6πZσ02ρゐ5乃砂587ηαη40μプHLA砂fη95θプα
serum
B7
B12
BW　15
JB－10　　　　438
JC－20　TH　500
JF－8　　JG－10
JG－10
JH－8　KY！363
JE－8　TS　3903
JF－9
JF－10
JG－12
JH－9　KY　1950
JI－9　KY　1479
JA－11　　S37
Te，　　BW　15
＃of　reac．
46
46
46
46
46
46
46
46
46
45
46
46
45
％pos．
2．2
6．5
6．5
10．9
15．2
44
30．4
43．5
109
11，1
22
21．7
17．8
％strong
0
66．7
66．7
20．0
42．9
0
35．5
80．0
60．0
60．0
0
50，0
75．0
十ノ十　十／一　一イ十　一ノー
0
2
2
2
3
3
1
1
1
0
1
1
1
3
4
42
42
42
40
39
0
1
4
1
2
0
4
3
0
3
2
4
2
13
16
4
3
1
40
29
26
38
38
41
10
8
4
6
0
0
32
31
灘2
19．0
19．0
103
17．9
0．1
5．7
0．9
6．7
29．2
21．5
十／－indicates　reaction　with　HLA　typing　sera／workshop　sera．
B7
。つF雲⊂～9＞一
の。
蕾騨宇碑早
　80艦ΩooT工の（⊃ト寸
Nσ）工O］LO［noo一｝一一「一
＝55：＝＝5幽嚢器’く 亭’
・ゴひ
．♂；5＝；＝
F・：く・＝・＝・＝
・㍗＝・’
10
溝 詐
20
30
N＝46
　　B12
　　　　　　　　　　くつ　　ゆロ　　　　　　　ゆ垣δ嘩睾　§
羅錘畿露
。口寸く一一一「一「
図
　　圏圏』押
嚢
図
BW15
　　トほの0ロ〕K）oつ計；望
り⑩α〕TN（9　Φく。［Dトー
圓：positive　reaCtlon
図：weak　positive　reao！［on
Blank：negative　reac口on
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E）画一A5十BW　35
各施設より抗HLA－A　5血清として20種類，抗BW　35
血清として2種類が提出されたが，HLA－A　5血清に関し
てはJA－8を除いては，全体にfalse　negativeあるいは
false　positive反応が多くtyping　seraとして適するもの
はなかった．またBW　35血清2種類に関してはTe　BW
35が比較的良いtyping　seraであるが，　JF－9はfalse
positive反応が多く，他の特異性を含有していることが示
唆された．各血清の反応パターンはFig．4に示すごとく
であり，ワークショップ血清JA－8，　JF－7，　JH－6，　JH－7お
よびJI－8がわれわれの抗HLA－B　5血清，　C　4174．01およ
びB5196．B　Oと比較的近似したclusterを形成している
が，ややfalse　positive　reactionが多くみられる．
　BW　35に関しても，われわれのBW　35　typing　sera
CO623．BOおよびC6651．BOと比較的近似した反応パタ
ーンを示した．
　F）HLA－B　7，　B　12およびBW　15
　抗HLA－B　7ワークショップ血清として5種類，抗B12
血清として6類種，および抗BW　15血清として2種類の
血清が各施設から提出された．HLA－B　7血清に関しては，
われわれのリンパ球パネルにHLA－B　7を有するものが3
コしかなくHLA－B　7特異性を決定するためにはあまり適
さないが，JB－10を除いてはいずれも高い¢2値を示した．
　反面，抗HLA－B　12ワークショップ血清は，いずれも低
いが値を示しており，typing　seraとしては適さないこと
を示した．BW　15の2種類の血清は，強陽性率がやや低い
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Table　9R8αご’∫oπρα”θγη｛ゾHL！1－B　22”oブん51≧（ψ5θノuαη4607ツ・8♂α’foη
68伽θ8η割。アー々5んρカ58ταoπ2’HL∠4⑭勿9・36アーα
serum
JA－1
JA－2
JA－3
JA－4
JA－12
JB－14
JB－15
JC－6
JC－7
JC－8
JC－9
JC－10
JC－18
JE－12
JE－3
JE－4
JF－12
JF－13
JG－13
JG－14
JH－11
JH－12
JI－11
　S34　S38．1
　S38．2
　S250
　S40
　　548
　　766
4707．0
5805，1
　67631
2035．1
1311．O
TH　100
　5－150
　5－172
　5－429
KY　52αO
KY　1124．2
　KY1391
＃　of　reac．
32
45
46
46
46
46
46
44
46
46
45
45
42
45
46
46
45
45
46
46
45
45
45
％pos．1％・…ng
3ユ89
17．4
26．1
17．4
4．4
！5．2
27．3
19．6
13．0
15．6
11．1
35．7
20．0
15．2
10．9
20．0
11．1
15．2
17．4
13．0
89
11．1
0
75．0
50，0
50．0
62．5
0
71．4
66．7
44．4
33．3
143
40．0
40．0
66．7
42．9
40．0
77．8
60．0
42．9
25．0
33．3
25．0
40．0
十／十　十／一　一／十　一／一
0
4
5
9
6
0
6
9
6
5
4
3
8
7
5
4
7
4
6
6
5
4
5
9
8
7
3
6
12
6
2
6
7
8
8
2
5
7
8
5
8
6
6
7
8
7
1
0
3
3
2
2
1
3
3
1
3
2
7
2
2
1
2
1
1
2
1
0
0
22
33
31
31
32
32
33
30
31
33
30
32
25
31
32
33
31
32
33
32
33
33
33
認2
12．1
6．7
20．1
12．0
15．2
22，0
6．7
11．7
3．9
3．9
11．2
15．0
8B
8．5
15．0
8．2
15．2
12．0
11．7
12．1
15．5
十／一indicates　reaction　with　HLA　typing　sera／workshop　sera．
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図
Reaction　pattern　of　HLA－BW　22
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圏
がいずれも高い∬2値を示し，typing　seraとして用いるこ
とが可能と考えられた．
　各血清の反応パターンはFig．5に示すごとくであり，
HLA－B　7ワークショップ血清は，われわれのtyping
sere，　C　2331．03およびC3351．01に比較してfalse　posi－
tive反応が目立った．　B　12に関しても同様にfalse　posi－
tive反応が多く見られた．反面，　BW　15は比較的均一な
パターンを示した．
G）HLA－BW　22
　HLA－BW　22に関しては，各施設においてよく検討さ
れており，特に日本人におけるtyping結果から2つの
subunitに分かれることが示唆されており，その1つとさ
れているJ－1は，日本人に特異的抗原として注目されてい
る．今回のワークショップには，各施設より23種類の多数
の血清が提出された．JA－4およびJC－6は他のものと比
較して高いが値を示し，false　reactionの数も少なく抗
BW　22血清として満足すべきものであるが，残りの他の血
清に関しては，いずれもfalse　positiveあるいはfalse
negative　reactionが多く，HLA－BW　22　typing　seraと
しては適さない．これらの各血清の反応パターンはFig．6
に示すごとくであるが，われわれのHLA－BW　22　typing
seraであるCO951．B　3およびB8559．D　1と比較して全
体にfalse　positiveおよびBlankで示したfalse　neg－
ative反応が目立った3
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Table　10R8αα’o’zραオ彦θ’ηqズHLA－BW40τσ01曹々∫1z（ψ∫8’rααπ4　coη窃α孟ど。π
ゐ8ごτσ6βπτσo漉5ゐ（ψ∫β’uαノz40％プH五．4硬加9561”α
serum
JB－11
JB－12
JB－13
JC－11
JG12
JC－13
JC－14
JG19
JD－1
JD－5
JD－8
JD－9
JD－10
JD－11
JD－12
JD－13
JD－14
JD－15
JE－10
JF－14
JF－15
JG－1
JG－2
JG－3
JG－4
JG－11
JG－15
JH－13
JH－14
JH－15
JL12
JI－13
JI－14
JI－15
　　581
　　310
　　503
　4484．0
　7138．0
　1167．1
　6260．O
JH－180
　　＃23
　　＃78
　＃195
　＃216
　＃224
　＃228
　＃233
　＃249
　＃264
　＃271
TS　3110
KY　1821
KY　1875
KY　2010
KY　1461
KY　1649
　　1908
KY　2106
尋・freac． ％pos．
46
46
46
45
46
46
46
46
37
44
37
43
45
44
45
46
46
44
46
46
45
45
46
46
46
46
46
46
45
46
46
46
40
46
10．9
10．9
23．9
24．4
26．1
19．6
10．9
34．8
24．3
36．4
10．8
0
22．2
25．0
22．2
19．6
21．7
22．7
17．4
239
22．2
6．7
13．0
2．2
19．6
19，6
13．0
17，4
17．8
21．7
39．1
　8．7
15．0
　8．7
％strong十／十　十／一　一／十　一／一
60．0
60．0
36．4
72．7
75．0
0
40．0
81．3
11．1
37．5
0
0
50．0
727
50．0
66．7
40．0
70．0
37．5
54．5
50．0
0
33．3
0
88．9
66。7
16．7
50．0
50．0
60．0
55．6
　0
33．3
50．0
5
5
7
10
9
8
4
10
6
10
3
0
7
8
7
7
8
7
7
10
6
0
4
1
7
5
4
6
7
0
9
2
0
　1
6
6
4
1
2
3
7
1
5
1
8
11
4
3
4
4
3
4
4
1
5
11
7
10
4
6
7
5
4
11
2
9
11
10
0
0
4
1
3
1
1
6
3
6
1
0
3
3
3
2
2
3
1
1
4
3
2
0
2
4
2
2
1
10
9
2
6
3
35
35
31
33
32
34
34
29
23
27
25
32
31
30
31
33
33
30
34
34
30
31
33
35
33
31
33
33
33
25
26
33
23
33
τ2
17．9
17．9
12．5
34．8
233
26．0
9．7
20．1
7．8
189
4．4
14．5
17．8
14．5
17．8
22．1
14．0
21．5
35．7
8．8
6．9
3．3
17．8
6．2
6．9
139
21．0
11ユ
1．6
0．0
十ノーindicates　reaction　with　HLA　typing　sera／workshop　sera．
H）肌A－BW　40
　この抗原の日本人における出現頻度は，われわれの今回
のtyping結果からも約30％で比較的日本人に多くみら
れる抗原であるが，今回各施設からこのBW　40に関する
血清が34種類と非常に多くの血清が提出された．
　JC－11，　JC－12，　JF－14は，中でも高い」じ2値を示しfalse
reactionも少なく，良い抗HLA－BW　40血清であること
が示唆された．各抗血清の反応パターンはFig．7に示す
ごとくであり，われわれのBW　40　typing　seraである
A7474．01およびCO294．01と比較してfalse　positive
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Hg。7　Reactlon　pattern　of　HLA－BW　40　workshop　and　typlng　sera
reactlonか目立つか，全体として良くまとまったcluster
を形成しており，少数の血清を除いては，多くのワークン
ヨノブ抗血清がBW　40　typmg　seraとして用いることが
可能てあることを示した
IV．考 察
　腎移植の普及に伴い，組織適創生テストとしてのHLA
typmgの重要性がますます増して来ている現状てあるが，
日本におけるこの分野の研究は欧米のそれに比較して遅れ
ている．
　すでに国際的には，196年に第1回国際組織適合性会議
かvan　Rood教授の主宰により，オランタのライデン市て
開催されて以来，回を重ね，昨年は第6回目のワークショ
ノブがKlssmeyer－Nlelsen教授の主宰により，デンマー
クのアーボス市て開催され，SD　locusのHLA抗原系は
よく整理され，更に新しく3rd　sublocusあるいはClocus
の抗原として5つの抗原か追加されると同時に，LD抗原
として6つの抗原がDlocusに証明されるに到って，ヒ
トにおける主要組織適合性抗原系か更によく明らかにされ
て来ている
　しかしながら，現在，日本の各施設において行なわれて
いるHLA　typlngの多くは，　NIH　typlng　sera　bankあ
るいは市販のもの更には欧米Tlssue　Typmgのセンター
から提供されたものを使用して行なわれているため，良
いHLA　typlng　seraを自由に入手することか困難な現
状にある　従って，日本人由来の抗血1高を全国的な規模て
集め，ワークノヨノブによってその特異性を決定すると同
時に，HLA標準抗血清ハンクの設立が以前より強く望ま
れていた　今回，ようやく，この様な趣旨のもとにワーク
ンヨノブか開催される見通しとなったか，今回のわれわれ
の結果からも推測される様に，実際に標準抗血肩となりう
るHLA　tyPmg　seraはごく稀にしか見つけ出すことが出
来す，その頻度は全スクリーニング血膚の約1パーセント
てある　また，この様にして見出された多くの良い抗血碍
は量的に制限かあるため，多くの人の需要に答えることが
むずかしいこと，更にまた，日本人に欠如している抗原，
例えばHLA－A　1ならびに，　HLA－B　8などの抗原に対す
る抗血清は実際上，日本人由来のリンパ球パネルを用いて
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は検出することが不可能であることなど，種々の未解決な
問題が山積みにされている．しかしながら，日本人独自の
手でこの様なワークショップを積み重ねることによって，
一刻も早く欧米のレベルに到達することが急務であり，
HLA　typingの向上は日本における腎移植の普及向上に
つながるものと考える．
　謝辞　稿を終えるにあたり，終始御協力をいただいた，
札1幌医科大学胸部外科教室相河裕子嬢に深謝致．します．
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